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第１問

（１）　図－１の回路は図１－ａの回路に置き換えることができます。
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　　　　ｄ－ｅ間の合成抵抗は

　　　　５×２０／（５＋２０）＝４〔Ω〕

　　　　ｃ－ｅ間の合成抵抗は

　　　　８＋４＝１２〔Ω〕

　　　　ｃ－ｂ間の合成抵抗は

　　　　４×１２／（４＋１２）＝３〔Ω〕

　　　　ａ－ｂ間の合成抵抗は

　　　　６＋３＝〔Ω〕

（２）　抵抗Ｒは

　　　　Ｒ＝Ｖ／Ｉ＝６０／５＝１２〔Ω〕

　　　　合成インピーダンスＺは

　　　　Ｚ＝Ｖ／Ｉ＝８０／４＝２０〔Ω〕

　　　　誘導性リアクタンスＸＬは
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問２

（４）　Ｉｃ＝Ｉｅ－Ｉｂ＝２．５－０．０２＝２．４８〔ｍＡ〕

問３

（１）１０進数を８進数に変換する場合は、１０進数を８で割りその余りを下から順に並べることに
より求めることができます。
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１４５を８進数に変換すると２２１になります。

（２）
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（３）ＮＯＴ回路の出力は入力0,1,0,1より1,0,1,0になります。
ＯＲ回路の出力は入力0,0,1,1と1,0,1,0より、1,0,1,1になります。
　　ＡＮＤ回路の出力は入力0,0,1,1と0,1,0,1より、0,0,0,1になります。
　　入力1,0,1,1と0,0,0,1より出力が0,1,0,0になる論理素子は、否定論理和です。
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（４）
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問５

（１）発振器の出力電流をＩ１、電流計の読みをＩ２とすると減衰量をＸとすると次のようになります。
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　　　発振器の出力電流Ｉ１＝１２０ミリボルト、電流計の読みＩ２＝０．１２ミリボルトを代入して減衰量Ｘを求めると
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